
　
七
月
五
日
に
招
集
さ
れ
た

二
〇
二
三
年
第
二
回
定
例
県

議
会
は
、
八
月
二
日
に
上
程
議

案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ
れ
、

二
十
九
日
間
に
わ
た
る
全
会
議

日
程
を
終
え
ま
し
た
。

■
佐
藤
知
事
が
所
信
表
明

　

本
定
例
会
は
、
四
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
で
新
し
く
県
知
事

に
選
ば
れ
た
佐
藤
樹
一
郎
知
事

に
よ
り
招
集
さ
れ
た
初
の
定
例

県
議
会
で
し
た
。

　

佐
藤
知
事
は
開
会
冒
頭
に
所

信
表
明
を
行
い
、「
新
型
コ
ロ

ナ
の
次
な
る
感
染
拡
大
へ
の
備

え
を
固
め
る
一
方
、
あ
ら
ゆ
る

物
価
高
騰
の
課
題
に
対
応
し
つ

つ
、
ふ
る
さ
と
大
分
県
を
〝
力

強
い
推
進
力
〟
で
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

決
意
で
あ
る
」
と
、
述
べ
ま
し

た
。■

三
つ
の
基
本
姿
勢
を
徹
底

　

続
い
て
知
事
か
ら
県
政
に
臨

む
に
あ
た
り
、
次
の
三
つ
の
基

本
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

❶�

対
　
話

：

県
民
一
人
一
人
の

声
が
政
策
の
原
点
で
あ
り
、

現
場
に
足
を
運
び
対
話
を
重

ね
な
が
ら
県
政
に
反
映
し
て

い
く
。

❷�

継
承
・
発
展

：

県
民
中
心
の

県
政
を
継
続
・
継
承
し
つ

つ
、
時
代
の
要
請
や
潮
流
の

変
化
に
対
応
し
、
新
し
い
大

分
県
づ
く
り
に
的
確
か
つ
果

敢
に
取
り
組
む
。

❸�

連
　
携

：

県
下
十
八
市
町
村

や
国
は
も
と
よ
り
経
済
・
労

働
界
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
も
連
携

す
る
。
何
よ
り
も
県
民
と
連

携
す
る
こ
と
で
県
政
推
進
の

原
動
力
と
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
姿
勢
を
徹
底

し
た
う
え
で
、「
安
心
元
気
」「
未

来
創
造
」
を
県
政
執
行
の
方
針

と
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

■
過
去
最
高
額
の
積
極
予
算

　

以
上
の
基
本
姿
勢
と
県
政
執

行
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
総

額
四
百
七
十
二
億
五
千
九
百
万

円
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
予
算
に

今
回
の
補
正
予
算
を
加
え
た
令

和
五
年
度
の
一
般
会
計
総
額
は

七
千
二
百
四
十
六
億
一
千
百
万

円
と
、
過
去
最
高
額
の
積
極
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、「
人

口
減
少
対
策
」「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
産
業
の
振
興
」「
将

来
を
見
据
え
た
未
来
創
造
の
取

組
」「
物
価
高
騰
へ
の
対
応
」

を
重
点
事
業
と
し
て
組
み
立
て

ら
れ
ま
し
た
。（
事
業
概
要
は

裏
面
に
記
載
）

■�「
安
心
天
気
」「
未
来
創
造
」

の
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
て

　

今
議
会
に
よ
り
今
年
度
か
ら

始
ま
る
新
た
な
県
政
の
本
格
予

算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
な

か
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
た
い
と
思
う
大
分
県
、
知
恵

と
努
力
が
報
わ
れ
る
大
分
県
、

誰
も
が
訪
れ
た
い
と
思
う
大
分

県
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2023年　第２回定例県議会
佐藤県政、初の定例会を招集佐藤県政、初の定例会を招集

－

県
民
ク
ラ
ブ
代
表
質
問

－

　
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
県
政

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
向
き

合
い
解
決
の
道
筋
を
つ
け
る
の

か
等
佐
藤
知
事
に
問
う
こ
と
と

し
、次
の
十
六
項
目
に
関
し
、県

民
ク
ラ
ブ
代
表
の
玉
田
輝
義
議

員
（
豊
後
大
野
市
選
出
）
が
代

表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
．�

県
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て

①�

県
政
の
課
題
解
決
に
向
け

た
基
本
姿
勢

②�

コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
と
地
方

自
治
体
と
の
関
係

③
人
口
減
少
へ
の
対
応

二
．�

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

①�

豊
予
海
峡
ル
ー
ト

②��

中
九
州
横
断
道
路�

の
整
備

③
大
分
空
港
の
活
性
化

三
．
産
業
施
策
に
つ
い
て

①�

賃
金
引
き
上
げ

②�

企
業
誘
致

③�

農
業
に
お
け
る
環
境
負
荷

の
軽
減

四
．�

県
民
の
安
全・安
心
の
確
保

に
つ
い
て

五
．
共
生
社
会
に
つ
い
て

①�

人
権
を
尊
重
す
る�

社
会
づ
く
り

②�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

③�

旧
優
生
保
護
法

六
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

①�

夜
間
中
学

②�

不
登
校
へ
の
対
策

七
．�

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

－

総
括
討
論
で
登
壇

－

　
本
会
議
や
委
員
会
で
の
議
論

等
を
踏
ま
え
、
上
程
議
案
に
対

す
る
県
民
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
総

括
討
論
を
行
い
ま
し
た

　
議
案
に
賛
成
す
る
立
場
で
臨

み
つ
つ
、
財
政
健
全
化
の
維
持

や
「
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
」
な
ど
、

各
種
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
留

意
す
べ
き
点
や
課
題
等
を
指
摘

し
討
論
と
し
ま
し
た
。

本 会 議
代 表 質 問
総 括 討 論
詳細はHPから 大分県議会 検索

県民とともに「力強い推進力」で
ふるさと大分県を新たなステージへ

特定小型原動機付自転車について
　本年７月１日から「道路交通法の一部を改正する法律」
が施行され、一定基準を満たす場合の電動キックボード
の交通ルール等が変更となるほか、違反を繰り返す者に
「特定小型原動機付自転車運転者講習」が義務づけられる
こととなりました。

【車両の規格・要件など】
●車両・電動機の規格
・定格出力0.6kw以下
・最高速度20km/h
・長さ190cm×幅60cm

●他の要件
・最高速度表示灯が備えられていること
・道路運送車両法上の保安基準に適合していること
・�自動車損害賠償責任保険（共済）の契約をし、その自賠責
標章（ステッカー）を貼付していること
・標識（ナンバープレート）を取り付けていること

●その他
・免許不要（16歳未満は運転禁止）
・ヘルメット着用は努力義務

【特定小型原動機付自転車運転者講習】
●対象：�特定小型原動機付自転車で歩道通行などの特定の違

反（17類型）を３年間で２回以上繰り返した者
●内容：�運転者としての資質の向上、特定小型原動機付自転車

の運転に必要な知識等に関する講習
●講習手数料：３時間6,000円

前照灯

標識（ナンバー）

最高速度表示灯
後部反射器
尾灯・制動灯

警音器

方向指示器

最高速度
表示灯

保安基準項目
（一部）
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４月
▶第94回メーデー�
大分県中央大会
４年ぶりに屋外
会場での本格開
催。スローガン
は「支え合い・
助け合う社会をつくり、くらしをまもる！笑顔あふ
れる未来をめざし力を合わせ、ともに進もう！」。

▷大分県知事・大分県議会議員選挙
▷参議院補欠選挙、大分市長選挙、大分市議補欠選挙
▷共生型地域づくり勉強会（オンライン参加）
▷大分県議会世話人会

５月
▶�さがのせきビーチ�
クリーンアップ作戦
（こうざき海岸）
34回にわたり継続さ
れてきた活動に参加。
海洋ゴミの増加が大
きく注目されるなか、
SDGsの取組目標（海の豊かさを守ろう）に賛同し
ての実施。
▷�内外情勢調査会「岸田政権の課題と日本政治の�
行方」講師：政治アナリスト　伊藤惇夫　氏
「岸田総理による会期末解散はない」との予想が的中。
▷大分県議会第１回臨時会（正副議長の選出ほか）
▷おおいたホームタウン推進協議会
▷豊府校区防災士協議会総会
▷自主防災組織役員及び防災士等フォローアップ研修会

▶第42回 地方×国 政策研究会
（東京都議会）
本年４月の地方自治法改正を
受け「市民自治を基本とした
地方行政・議会のあり方」、今
話題の「紙保険証の廃止とマ
イナンバー制度のこれから」
について研究を深める。

６月
▶県議会常任委員会�
県内所管事務調査
今期、初めて文教警察常
任委員会に所属。これ
で６つの常任委員会す
べてを経験。県内各地
の教育事務所や学校施設、警察関係の施設を調査。�
（写真は県警鑑識科学センターにて指紋採取を実演）。
▷大分政経懇話会「映画を早送りで観る人たちに本の
魅力は伝わるのか？」講師：キネマ旬報社　稲田豊
史　氏
▷連合大分「拡大政策・制度委員会」
▶朝倉文夫生誕140周年記念「猫と巡る140年、そし
て現在」開会式・内覧会
朝倉氏は、豊後大野市朝
地町出身の彫刻家。自然
主義的写実を貫き、日本の
彫塑界をリードする中心
的な存在として活躍。「東
洋のロダン」、無類の愛猫
家としても知られる。

昨
年
秋
に
公
開
さ
れ
た

対
話
型
の
人
工
知
能

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」は
、

世
界
に
衝
撃
を
与
え
て

い
ま
す
。
私
も
試
し
に

使
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た

が
、
誰
も
が
そ
の
高
度
な
能
力

に
驚
愕
し
た
こ
と
で
し
ょ
う

▼
国
際
的
に
見
る
と
、
人
工
知

能
の
利
用
に
対
す
る
方
針
は
分

か
れ
て
お
り
、
欧
州
連
合
は
規

制
す
る
法
整
備
を
進
め
る
な
ど

慎
重
で
す
が
、
米
国
は
自
主
規

制
を
中
心
と
し
、
比
較
的
寛
容

な
姿
勢
で
す
▼
日
本
政
府
は

「
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
」
の
論
点
整

理
を
経
て
、
懸
念
さ
れ
る
リ
ス

ク
を
列
挙
す
る
な
ど
は
し
て
い

ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

米
国
の
ス
タ
ン
ス
に
近
い
と
見

て
い
ま
す
▼
国
内
で
も
自
治
体

に
よ
っ
て「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に

関
す
る
方
針
は
マ
チ
マ
チ
で
す

が
、
慎
重
に
と
し
つ
つ
も
積
極

的
に
使
お
う
と
す
る
事
例
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
▼
私
は
否

定
的
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
議

会
質
問
で
議
員
が
Ａ
Ｉ
を
使
う

こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
熱
意
を
込
め
る
」「
雰
囲

気
や
行
間
を
読
む
」
と
い
っ
た

こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
Ａ
Ｉ
に

は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
▼
米

国
映
画
の「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

や
「
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」
の
よ

う
に
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、

人
類
が
文
明
科
学
の
進
歩
を
制

御
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
危

機
感
を
抱
く
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

竹の子記

木田昇の防災士

防災メモ
外出先で地震に遭遇したら①
地震発生時、職場や外出先にいることも

当然あり得ます。自宅にいる時以上に危険
が潜んでいることを意識しておきましょう。

揺れが収まって避難する場合、余震や停
電でエレベーターが停止するおそれがある
ので、階段を使って避難します。

また、街頭にいる場合は、ビル等からの
落下物から身を守り、建物の倒壊に注意しな
がら公園など安全な場所へ退避しましょう。
広い場所に逃げる余裕がない場合は、耐

震性の高い新しい鉄筋コンクリートのビルに
逃げ込みます。

　都会の繁華街などの人
混みで地震に遭遇した際、
最も恐れるのがパニック
になることです。人の多い
場所こそ、冷静な判断と
行動が求められます。

公
園

耐震性

避難

冷静に

安全な場所
へ

停止の
おそれ

最近の活動最近の活動

　今回可決された補正予算は、人口減少対策をはじ
め農林水産業の成長産業化や中小企業の振興、将来
を見据えた未来創造の取組といった意欲的な施策を
積極的に盛り込んだ結果、一般会計総額が過去最高
額となりました。

＜補正後の一般会計予算＞
補正額の合計� ４７，２５９百万円
既決予算額� ６７７，３５２百万円
累計予算総額� ７２４，６１１百万円

＜事業概要＞� ※主な事業を抜粋（事業費は累計額）

■物価高へ対応と社会経済活動の活性化（10事業）
▶LPガス等価格激変緩和対策事業
　エネルギー価格の高騰により影響を受ける、
LPガスの一般消費者等や特別高圧契約で受電す
る中小企業に対して支援する。
● LPガスの一般消費者等に対する助成
　支援額 3,000円/契約

● 特別高圧契約で受電する中小企業に対する助成
　　支援額 3.5円/kWh（９月分は1.8円/kWh）
※対象 令和5年1月〜 9月

【２，０６５，０００千円】

１．安心元気（安心）
■こども・子育て（５事業）
▶おおいた子育てパパ応援事業
　男性の積極的な子育てを応援するため、
父親や企業に対する意識啓発等を行う。
● 父親同士のコミュニティづくりの推進
● 企業に対する父親向け出前講座の実施 など

【１４，７８９千円】

■防災減災・危機管理（13事業）
▶おおいた防災・減災対策推進事業
　災害に強い人づくり・地域づくりを推進するた
め、市町村などが行う避難所の環境改善や地域の
防災活動等に対し助成する。
● 避難所等の環境改善 補助率1/3 〜 1/2
● 地域で行う避難訓練などの防災・減災活動�
　補助率1/2  
● 避難路等の整備 補助率1/2

【１００，０００千円】
■移住・定住（１事業）
▶若年者移住サポート事業
　若者の移住を促進するため、「転職なき移住」の
推進に向け、都市圏のリモートワークが可能な企業
等に対する働きかけを強化するとともに、ニーズ
にあった情報発信や移住に向けた転職支援を行う。
● 県外企業等向けモニターツアーの実施
● �相談員による若年者向け伴走型キャリアサポー
トの実施 など� 【３７，９４６千円】

２．安心元気（元気）
■農林水産業（19事業）
▶おおいた園芸産地づくり支援事業
　大分県の顔となる園芸品目を育
成し、生産拡大を図るため、短期集
中県域支援品目（ねぎ、ピーマン、
高糖度かんしょ、ベリーツ）の「生産拡大計画」や
市町の「園芸産地づくり計画」に基づき、認定農業
者等が行う栽培施設の整備等を支援する。�

【２，０７５，３２８千円】
■商工業（７事業）
▶中小企業等デジタルスキル向上支援事業
　中小企業等のDX化の第一歩を後押しし、各社
の課題を解決するため即戦力となるデジタル人材

の育成とデジタルツール導入をワンストップで支
援する。� 【３１，６５３千円】
■ツーリズム・観光産業（３事業）
▶国内誘客総合推進事業
　デスティネーションキャンペーン（2024年４
月〜６月）における誘客効果の更なる向上と県内
での観光消費拡大を促進するため、旅行者を対象
とした地域クー ポンを発行する。
● 対　　　象：�１万円以上の宿泊及び旅行プラン

（日帰り旅行含む）
● クーポン額：3,000円/人・泊

【２８３，４０２千円】

３．未来創造
■カーボンニュートラル・GX（５事業）
▶エネルギー関連産業成長促進事業
　県内のエネルギー関連産業
の成長を促進するため、大分県
エネルギー産業企業会を中心
に、本県の強みを生かしたエネ
ルギー関連施策を展開する。
● �水素ステーションの設置や水素燃料電池車両の
導入に対する助成

● �水素燃料電池トラック等の県内導入に向けた運
用実証など� 【１５４，６６１千円】

■先端技術：DX（５事業）
▶次世代モビリティサービス活用促進事業
　今後の市場拡大が期待される次世代空モビリ
ティの活用により地域課
題を解決するため、用途・
機体・ルート等の調査・
実証を行う。

【３７，１７２千円】

補正予算の概要

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！


